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クリップとトラックの編集

クリップ起動の基本は押さえたので、クリップやトラックを編集するためのいろいろなモードやメニューなどを研究し、
プロジェクトをカスタマイズしてみましょう。

クリップ編集モードでそれぞれのクリップのパラメータを編集します。クリップ編集モードには 3 つの追加ページがあ
り、表示と機能は選択したクリップの種類によって変わります。

クリップビューではレングス、ローンチモード、クオンタイズなどクリップのパラメータを表示、
編集することができます。オーディオクリップを使用しているときはサンプルの波形が表示され
ます。ドラムキットクリップやプラグインクリップなどの MIDI クリップを使用しているときは、
対応するデータや、縦方向のピアノロールキーボードで使用できるパッドを垂直表示します。

オーディオクリップの場合クリップ編集モードの 2 ページ目はリージョンビューとなっており、
クリップ内のオーディオサンプルの長さ、ボリューム、チューニングなどのパラメータを編集し
ます。画面上部のツールバーを用いて波形の選択、移動、消去、カット、ミュートを行ないます。
このページには強力なワープツールも含まれています。これを使用するとピッチを変更すること
なくサンプルのテンポをプロジェクトのテンポに合わせることができます。

ドラム、キーグループ、プラグイントラックなどの MIDI クリップの場合は、クリップ編集モー
ドのイベントビューを使用してノートイベントとその長さ、ベロシティ、トランスポーズなどの
パラメータを編集できます。画面上部のツールバーを使用して音符の追加、削除、選択、グリッ
ド内を移動ができます。Edit メニューでさらに高度なMIDI ノートイベントの編集もできます。 

さらにクリップ編集モードのリストビューを使っての MIDI クリップ編集もできます。このビュ
ーには、イベントモードと同じ機能がたくさんありますが、リスト形式です。このビューで、ア
フタータッチメッセージやトラックオートメーションなどの特定のタイプの MIDI イベントをフ
ィルタリングできます。

Force のトラック編集モードはトラック自体のパラメータを編集します。このモードはオーディオトラックでは有効に
なりません。 

ドラムトラックでは 4 つのレイヤーのパラメータ、すべてのシンセシスパラメータ、インサートエフェクトの設定
を編集することができます。  

キーグループトラックの場合はキーグループのノートレンジの設定と同時にそれぞれのキーグループのパラメータ
の編集とノートレンジの設定を行ないます。すべてのシンセシスパラメータの編集、インサートエフェクトの設定
も行ないます。

プラグイントラックの場合は、内蔵プラグインのグラフィックインターフェイスを使用してパラメータを設定した
り、スライダーを使用して他のパラメータの概要を表示することができます。 

これらのセクションについての詳細は操作 > モードの章をご参照ください。 



 
クリップ編集モード 
 

最初にクリップ編集モードを見てみましょう。このモードでクリップの情報やパラメータを確認、編集します。  

 

以下の操作でクリップ編集モードに入ります。 

• Clip を押します。 

• Menuを押してClip Edit をタップします。 

 

クリップ編集モードに入ると最初にクリップビューページが現れます。クリップビューではレングス、ローンチモード、
クオンタイズなどクリップのパラメータを表示、編集することができます。クリップビューはトラックの種類によって
内容が変わります。 

 

オーディオトラックの場合は波形が表示されます： 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
ドラムトラックの場合、左側の列には利用可能なすべてのパッドが縦
方向に表示され、グリッド内の対応するイベントが右側に表示されま
す。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

キーグループ、プラグイン、MIDI および CV トラックの場合は、左
側の列に垂直のピアノロールキーボードが表示され、右側のグリッド
には対応するイベントが表示されます。 

 

 

 



 

 

 

 
 

デモプロジェクトのクリップの1つを編集してみましょう： 

1. Launchボタンを押して、クリップローンチパッドがローンチ・モードになっていることを確認します。 

2. Select ボタンを押しながらトラック7の最初のクリップローンチパッド - SFXを押します。 

3. それでは、以下に説明するようにクリップに編集を加えてみましょう。Undo を押していつでも前の状態に戻すこと
ができます。 

クリップの長さを調整するには、Start、Loop Start、Loop Lengthフィールドを使用します。再生中にSet 
Start ボタン Set End ボタンを使用しても同じ操作になります。ボタンを押すと、スタートポイントとエンド
ポイントが再生ヘッドの位置に配置されます。  

ローンチのクオンタイズの設定を調整するには、Launch Quantization フィールドをタップしてデータダイヤ
ルか ‒/+ ボタンでクリップをローンチするタイミングを設定します。これはグローバルローンチ・クオンタイ
ズとは別に設定できます。例えば、長いクリップの同期用にグローバルなローンチクオンタイズは 1 小節に設
定しつつ、サウンドエフェクトなどのワンショットはそれとは別に 1/8 小節などの細かなクオンタイズ値に設
定することができます。 

クリップのローンチ時の動作を変更するには、Launch Mode フィールドをタップして、データダイヤルまた
は -/+ ボタンを押してモードを変更します。Toggleを選択すると押すたびにクリップのスタートとストップが
切り替わります。Trigger を選択すると押すたびにクリップの先頭からスタートします。トグルはフル・フレー
ズのクリップに、トリガーはワンショットサウンドエフェクトに適しています。 

タイミング補正を調整するには、TC ボタンをタップして Timing Correct ウィンドウを開きます。このウィン
ドウには、クリップ内のイベントのクオンタイズに有用なさまざまな設定が含まれています（この機能について
は、操作 > 一般機能 > タイミング補正（TC）で説明します）。 

オーディオクリップをトリミングするには、Loop Length フィールドを使って好みの長さを設定してから、
Trim Clip をタップしクリップ全体をトリミングします。 

同じトラック内の他のクリップに再生ヘッド位置を移動するときは、Legato ボタンをタップします。有効にな
っている場合、クリップを切り替えたときに再生ヘッドは前のクリップの再生ヘッドの位置から引き継がれます。
これは、ドラムブレイクのフィルを途切れさせたくない場合、アカペラトラックの操作、複数のシーンにまたが
ってクリップを再生したい場合に役立ちます。 

クリップのループを有効または無効にするには、Looping ボタンをタップします。サウンドエフェクト、ドラ
ムのヒットなどのワンショットクリップでは、通常 Loop を Off に設定します。長いメロディックやリズミカル
なフレーズのときはLoopを Onに設定します。 

ループを調整するには、Shift キーを押しながら<< Loop または Loop >>ボタンをタップしてループを左右
に移動します。またはShift キーを押しながら /2か2Xボタンをタップしてループサイズを半分あるいは2倍
にします。 



 
クリップ編集モードでは、選択したクリップの種類に応じてリージョンビューを使ってのオーディオクリップ編集や、
イベントビューを使ってのMIDI ノートイベント編集ができます。  

 

リージョンビュー 
 
リージョンビューでは長さ、レベル、チューニング、BPMなどオーディオクリップのパラメータを編集します。 

 

 
 

リージョンビューを使ってオーディオクリップを編集してみましょう。 

1. トラック1の最初のクリップ ‒ Kick Loopをローンチします。 
2. Clip ボタンを押すかMenuを押してClip Edit をタップしてクリップ編集モードを開きます。 

3. クリップ編集モードでディスプレイの上部にあるRegionアイコンをタップします。 

4. それでは、以下に説明するようにオーディオクリップに編集を加えてみましょう。Undo を押していつでも前の状態
に戻すことができます。 
クリップの一部を選択するには、右上にある選択ボックスアイコンをタップし、波形の下半分をタップ＆ドラッ
グします。 

クリップ全体または一部を移動するには、右上にあるポインターアイコンをタップしてから、波形の上部をタッ
プ＆ドラッグします。 
クリップのリージョン(または複数選択されたクリップのリージョン）の長さを変更するには、右上隅にある選
択ボックスアイコンまたはポインターアイコンをタップして、その下部 3 分の 1 をタップして左右にドラッグ
します。 

クリップを分割するには、右上隅にあるはさみアイコンをタップして、波形内の任意の場所をタップします。 
クリップ全体または一部をミュートするには、右上隅にあるスピーカーアイコンをタップしてから、波形をタッ
プします。またはミュートしたい波形部分を選択してからMuteボタンを押します。 

波形をスクロール、またズームレベルを変更するには、虫眼鏡アイコンをタップします。タップ＆ドラッグして
波形をスクロール、2本の指でつまんで縮小、2本の指で広げて拡大します。 
クリップのレベルの変更は、Level フィールドをタップして、データダイヤルまたは -/+ ボタンを使用します。 

クリップのチューニングを変更するには、Semi または Fine をタップしてから、データダイヤルまたは -/+ ボ
タンを使用します。 

クリップ (またはその一部)をリバースするには、Reverseボタンをタップします。 
クリップの名前を変更するには、波形の下にあるキーボードアイコンをタップして、ディスプレイ上のキーボー
ドを使用して新しい名前を入力します。 

 



 

 

 

リージョンビューでは、ピッチを変更せずに任意のサンプルのテンポをプロジェクトのテンポと一致するように調整す
るツールを使用できます。 

 

オーディオクリップをプロジェクトのテンポに同期させるには： 

1. ブラウザーを使用して、目的のサンプルを空のクリップローンチ
パッドに読み込みます。 

2. クリップローンチパッドを選択した状態で、Clip を押すか、
Menu を押して Clip Edit をタップしてクリップビューを開きま
す。 

3. Regionをタップしてリージョンビューを開きます。 

4. サンプルがすでに設定された小節と拍にカットされている場合は、
次のステップに進みます。 

サンプルがまだ均等にカットされていない場合は、Edit Start ツ
ール Edit End ツールで、使用するサンプルのセクションを分離
します。または、はさみアイコンでオーディオをカットします。 

5. Warp ボタンをタップしてサンプルのワープを有効にします。こ
れにより、サンプルのピッチを変えることなく選択したクリップ
のリージョンを希望のループ長まで長くしたり短くしたりするこ
とができます。 

6. サンプルの BPM を調整するには、Detect ボタンをタップして
Edit BPM ウィンドウを開きます。この後、次の 3 つの方法のい
ずれかでBPMを設定できます： 

i. Detect を押してForceに BPMを分析させます。 

ii. クリップを再生し、Tap Tempo ボタンを使って BPM を入
力します。 

iii. BPMを手入力します。 

7. サンプルのBPMが変わると、小節数と拍数も変わります。  

 

 

操作 > モード > クリップ編集モード > リージョンビューでこの機能の詳細を参照してください。 

 



 
MIDI データを扱うクリップの場合はクリップ編集モードの表示が変わります。ドラム、キーグループ、プラグイン、
MIDI およびCVトラックの場合はリージョンビューに変わりイベントビューとなります。  

 

イベントビュー 
 

   
 
 

 

それでは、イベントビューを使ってMIDI クリップを編集しましょう。 
 

1. Track 2の最初のクリップ ‒ Top Loopをローンチします。 

2. Clip ボタンを押すかMenuを押してClip Edit をタップしてクリップ編集モードを開きます。 

3. クリップ編集モードでディスプレイの上部にあるEvent アイコンをタップします。 
4. それでは、以下に説明するようにノートイベントに編集を加えてみましょう。Undo を押していつでも前の状態に戻
すことができます。 

ノートを追加するには、ディスプレイの右上にある鉛筆アイコンをタップします。次にグリッド内の格子をタッ
プします。 
ノートを消去するには右上の消しゴムアイコンをタップします。次にグリッド内のノートをタップします。 

ノートを選択するには、右上の選択ボックスをタップします。次にグリッド内のノートをタップします。複数の
ノートを選択するときは指をドラッグしてください。 
選択したノートを移動するには、画面下部のナッジをタップしてから、データダイヤルまたは -  / +ボタンを使
って音符を左右に移動します。デフォルトでは Time Correct 値で設定されたクオンタイズ値によってノート
を配置できます(この機能については、操作> 一般機能 > タイミング補正(TC)で学習します)。 

選択したノートの開始位置または終了位置を (実際の位置を変更せずに )調整するには、画面下部の Edit Start
またはおよびEdit Endをタップして、データダイヤルまたは -/+ ボタンを使用します。 
選択した音符を上下に移調するには、画面下部の Transpose をタップして、データダイヤルまたは-/+ボタン
を使用します。 

選択したノートのベロシティを調整するには、画面下部の Velocity をタップして、データダイヤルまたは -/+ 
ボタンを使用します。数値が画面に表示されます。 
ベロシティレーンを表示するには、画面の右下隅にある上矢印（^）ボタンをタップして、グリッドの下にベロ
シティレーンを表示します。各ノートのベロシティは縦線で表されます。バーが高いほど、そして赤いほど、ベ
ロシティ値は大きくなります。 
もう一度上向き矢印（^）ボタンをタップすると、ベロシティーレーンを大きくすることができます。その場合
ボタンは下向き矢印（v）に変わります。これをタップするとベロシティレーンを非表示にすることができます。
ÙÚ 

 

操作 > モード > クリップ編集モード > クリップビューでこの機能の詳細を参照してください。 

ドラムトラックのイベントビュー キーグループ、プラグイン、MIDI およびCVトラックのイベントビュー 



 

 

 

リストビュー 
 

 
 

クリップ編集モードのリストビューはイベントビューと似ていますが、スクロールできるリストで MIDI ノートイベン
トのパラメータを表示します。これにより、View メニューを使用して特定の MIDI イベントのタイプや、ディスプレイ
上部のタイムカウンターを使用して得られる現在の再生ヘッド位置などで MIDI イベントをすばやくフィルタリングで
きます。画面下部のボタンを使用して、ノートイベントを挿入、削除、再生、微調整することもできます。 
 
操作 > モード > クリップ編集モード > クリップビューでこの機能の詳細を参照してください。 

 



 
トラック編集モード 
 

クリップ編集モードを使っての MIDI ノートイベント編集の他に、トラック編集モードを使ってトラックのパラメータ
を編集することができます。このモードはオーディオトラックでは有効になりません。  

 

トラック編集モードに入るには、次のいずれかを実行します。 

• Menuを押してTrack Edit をタップします。 

• Shift を押しながらClipを押します。 

 

 
 

 

それでは、ドラムトラックのサウンドを簡単に編集してみましょう。違いを確認するためにクリップの再生中にこれら
の編集を行なってみてください。 

1. マトリックス・モードでトラック8 - Drum Kit のトラック選択ボタンを長押ししてトラックを選択します。 

2. Note ボタンを押してクリップローンチパッドを Note モードに設定します。左下の 1/4 の部分に通常の 16 パッ
ドドラムキットが表示されます。 

3. キックドラムパッド (A01)を押して選択します。 

4. トラック編集モードのmaster タブで、Volumeノブを上下に調整します。 

5. スネアドラムパッド（A02）を押して選択します。 

6. Pan ノブをタップ＆ドラッグしてステレオパンニングを調整します。明るい音(シンバル、スネアドラムなど)のパ
ンニングを少し広げることをお勧めします。  

7. ハイハットパッド(A03)を押して選択します。 

8. 下部にある最初の四角が点灯するようにSamplesタブをタップします。 

9. Semi フィールドとFineフィールドを使ってサンプルのチューニングを調整します。 



 

 

 

トラック編集モードでトラックにエフェクトを適用することもできま
す。ベーストラックにエフェクトを追加してみましょう。 

1. トラック編集モードで、トラック 6  - Classic Base の Track 
Select ボタンを押し続けて選択します。 

2. 画面の下部にある Effects タブをタップして Insert Effects タ
ブを表示します。 

3. エフェクトスロットをダブルタップします。エフェクトのリスト
が表示されます。 

4. リストは上下にスワイプできます。 

5. ダブルタップでエフェクトを読み込みます。または、一度タップ
してその後 Select をタップするかデータダイヤルを押しても読
み込むことができます。AIR Enhancer を追加してみましょう。 

6. Closeをタップするとリストが閉じます。 

7. ベーストラックにエフェクトが追加されたので、好みに合わせて
パラメータを調整します。 

パラメータを調整するには鉛筆アイコンを使います。  

スライダーをタップ＆ドラッグしてパラメータの値を
変更します。またはパラメータをタップし、データダ
イ ヤ ル ま た は 
‒/+ボタンで調整します。  

エフェクトスロットを空にするにはごみばこアイコンを使用
します。エフェクトのオンオフはスロットの On/Off を使い
ます。 



 

 
 

Pluginトラックが選択されているとき、トラック編集モードは読み込まれたプラグインのパラメータを表示します。  

  

1. Matrix を押してマトリックス・モードに入ります。 

2. トラック5  - Hype Chordsのトラックセレクタボタンを長押しします。 

3. Track 5の最初のクリップ ‒ Hype Chordsをローンチします。 

4. トラック編集モードに入ります。 

5. クリップの再生中にプラグインパラメータを編集してみてください。ページ下部のタブを使用してさまざまなパラ
メータセットを確認できます。 

 

 



 

 

 
名前の変更＆保存 
 

クリップやトラックに変更を加えたら、先に進む前に名前を変更してプロジェクトを保存することをお勧めします。 

 

   
 

トラックの名前を変更するには： 

1. Matrix を押してマトリックス・モードに入ります。 

2. ディスプレイ上部にあるトラックネームをダブルタップします。 

3. Nameの下のキーボードアイコンをタップします。 

4. この keyboardで新しい名前(例：Synth Lead)を入力し、Do It をタップします。 

 

 

   
 

クリップの名前を変更するには： 

1. Matrix を押してマトリックス・モードに入ります。 

2. Edit を押しながらクリップローンチパッドを押します。 

3. ウィンドウが現れたらNameの隣のキーボードアイコンをタップします。 

4. この keyboardで新しい名前(例：Drum Fill)を入力し、Do It をタップします。 

 



 

デモに変更を加えたので、今度は新しいプロジェクトとして保存してみましょう。プロフェクトを保存するには、次の
いずれかを実行します。 

• Menu を押してメニューを表示し、画面上部のフォルダーイコンをタップして Profect ウィンドウを開きます。
Save Asを選択します。 

• Saveを押してSaveウィンドウを開きます。Save Asを選択します。 

 

   
 

Saveスクリーンでは以下の操作を行ないます。 

表示したいストレージデバイスを左側のStorage列からタップして選択します。 

Internal は Forceの内蔵ドライブです。 

Force Documentsは、Forceの内蔵ドライブのForce Documentsフォルダーへのショートカットです。 

Force の USBポートまたはSDカードスロットにストレージデバイスが接続されている場合もこの列に表示さ
れます。 

ダブルタップでフォルダーが開きます。データダイヤルか -/+ボタンでリスト内を移動し、データダイヤルを押して
フォルダーを開くこともできます。右上にある 5 つのフォルダーボタンのうちの 1 つをタップして、事前にアサイ
ンしたファイルパスにジャンプすることもできます(操作 > モード > ブラウザー を参照してください）。 

新しいフォルダーを作成するには New Folder をタップし、表示されるキーボードで名前を入力し Do It をタップ
します。すぐに新しいフォルダーが開きます。 

1つ上のフォルダーレベルに移動するには、左上隅のフォルダーアイコンをタップします。< 

ファイルに名前を付けるには、画面下部のFile Nameフィールドをタップして、キーボードで入力します。 

ファイルを保存するにはSaveをタップします。 

キャンセルしてMenuに戻るにはCancel をタップします。左上のアイコンをタップしても戻れます。Ù 

 



 

 

 
ブラウザーを使う 
 

Force のブラウザーを使って Force の内部ライブラリーや接続されているデバイス内のライブラリーからクリップ、サ
ンプル、音源などをブラウズして読み込むことができます。 

 

   
 

ブラウザーを開くには： 

• Menuを押してメニューを表示し、Browser をタップします。 

• Loadを押します。 

 

新しいドラムトラックを作成してサンプルを読み込んでみましょう。 

1. Matrix を押してマトリックス・ビューを開きます。 

2. 右カーソルを使用して、最後の列に+が表示されるまで(クリップの上に)マトリックス・ビューを右いっぱいにスク
ロールします。 

3.  + をタップして Add Track ウィンドウを開きます。あるいは未使用のトラックの下にある Track Selector ボタ
ンを長押ししてもAdd Trackを開くことができます。 

4. Drumを選択して新しいドラムトラックを作ります。  

5. Noteボタンを押してパッドをノート・モードに設定します。 

6. タップしてパッドを選択します。ブラウザー内で選択したパッドは明るい白に点灯します。今はドラムキットを作
成しているので、左下のパッドをタップするところから始めましょう。 

7. ドラムサンプルを検索するには、まずContent タブを開き、次にSamplesを選択します。  

8. キックドラムのサウンドを探します。Searchバーをタップし、キーボードで「kick」を入力しDo It をタップしま
す。キックドラムのサンプルのリストが表示されます。 

9. Loadボタンをタップして読み込みます。  

10. サンプルのブラウズとプレビューに2つ方法があります。 

リストをデータダイヤルでスクルールし、Play ボタンでサンプルをプレビューします。スピーカーアイコンをタッ
プし、Autoボタンをタップしてハイライトした状態で自動プレビューを有効にできます。 

ディスプレイの Previous ボタンと Next ボタン、または Force の - ボタンと+ボタンを使ってサンプルをすばや
く試聴することもできます。新しいサンプルに移動すると選択したパッドに自動的に読み込まれます。サンプルを
使用しない場合、新しいサンプルが同じパッドにロードされると古いサンプルは自動的に削除されます。 

11. スネア、ハイハットなど、ドラムキットへサンプルを追加するときはこの手順で行います。 

 

オーディオやMIDI クリップ、インストゥルメント、キット、プロジェクトなどの他のファイルをブラウズして読み込
むときにも使用する一般的なプロセスです。 



 
 
トラックのミキシング 
 

Force のミキサーでは、従来のミキサーやデジタル・オーディオ・ワークステーションと同じ方法で、レベル、ステレ
オパン、ルーティングなどのパラメータを調整できます。 

 

ミキサーを開くには、Mixer を押します。 または、Menuを押してMixer をタップします。 

 

 
 

ミキサーには、トラックとマスターのさまざまな設定ができる 4 つのタブがあります。タップ＆ドラッグでトラックを
スクロールするか、カーソルボタンを使用します。 

 

パンとボリュームタブの操作から始めます。 ディスプレイ下部のタ
ブをタップして選択します。プロジェクト内のシーンを起動し、トラ
ックに次の調整をします。： 

トラックのボリュームを調整するには、ボリューム・スライダを
タップしドラッグするか、タップしてからデータ・ダイヤルまた
は - / +ボタンを使用します。 

 

トラックのパンを調整するには、Pan スライダをタップしドラッ
グするか、タップしてからデータダイヤルまたは - / +ボタンを
使用します。 

 

トラックをミュートまたはソロにするには、それぞれM ボタンまたは S ボタンをタップします。トラックにクロス
フェーダーを割り当てるには、ディスプレイ下部のAまたはBボタンをタップします。 

 



 

 

 

次に、Inserts＆I/O タブをタップします。 このページでは、トラッ
クにインサート・エフェクトを追加したり、入出力のルーティングを
コントロールしたりできます。 トラックにエフェクトを追加するに
は、以下の手順を行います。 

1. Track 4 - Hat Loopのインサート・スロットをタップしてイン
サート画面を開きます。 インサート・スロットには+記号が付い
ています。 

2. 最初のエフェクト・スロットをダブルタップします。 エフェクト
の一覧が表示されます。 

3. 上下にスワイプしてリストを移動するか、データ・ダイヤルを回
します。 

4. エフェクトを読み込むには、ダブルタップします。 または、一度タップしてから Select をタップするか、デー
タ・ダイヤルを押します。 Reverb Small エフェクトを追加しましょう。 

5. リストを閉じるには、Closeをタップします。 

6. トラックにエフェクトが追加されたので、好みの設定ができます。 

エフェクトのパラメータを調整するには、鉛筆アイコンをタ
ップします。 

エフェクト・スロットを空にするには、ゴミ箱アイコンをタ
ップします。 スロットのオン/オフ・ボタンをタップして、
エフェクトのオン/オフを切り替えます。 

 

この機能の詳細については、操作>モード>ミキサーを参照してくだ
さい。 



 

トラックのキューイング 
 
Solo ボタンを使ってトラックを独立させるだけではなく、トラックのキューイングも可能です。オーディエンスが聴け
るようにメインミックスに送信する前に、ヘットフォン出力または出力 3/4 を使用して、トラックのサウンドを再生す
ることができます。 

 

トラックのキューイング： 

1. ヘッドフォンをヘッドフォン出力に接続するか、出力
3/4をモニター、ミキサーなどに接続します。 

 
2. ミキサーを表示させSettingsを押すか、Shift を押
しながらSolo またはMuteを押して、Mixer 
Config ウィンドウを開きます。 

 
3. Solo ボタンの動作をキュートラックに設定します。 
 
4. Cue Mix ノブを3/4とMaster の間になるように調
整します。これにより、好みのミックスに調整するこ
とができます。キューミックスのノブを3/4の方向
に回すと、より多くのキュートラックのオーディオに
なり、マスターの方向に回すと、より多くのマスター
ミックスオーディオになります。 

 
5. Solo ボタンを押します。 
 
6. キューミックスに割り当てたいトラックのTrack 
Assign ボタンを押します。Mixer の画面では、チャ
ンネル・ストリップのSアイコンがヘッドフォンの
アイコンになります。Matrix 画面では、ヘッドフォ
ン・アイコンがトラックの見出しに追加されます。 

7. キューしたトラックでクリップを起動すると、マスターミックスとキュートラックの両方のオーディオが
聞こえます。 

8. Forceのフロントパネルのヘッドフォン出力に接続されているヘッドフォンおよび/または、3/4出力に
接続されているスピーカーを使用して、キューされたオーディオがメインミックスと同期していることを
確認します。 

9. トラック・オーディオをメインミックスに送信する準備ができたら、トラックのSolo ボタンとTrack 
Assign ボタンを押して、キューを無効にします。 

 
 



クリップのレコーディング

次に、新しいクリップを録音してプロジェクトに追加します。 

レコーディングする前に、新しいシーンとレコーディング用の空のク
リップを作成しましょう。:

1. Matrix を押してディスプレイにMatrix Modeを開きます。

2. Edit を押しながら一番上の Scene Launch ボタンを押して、
Edit Row画面を開きます。.

3. Insert アイコンをタップします。 マトリックスの上部に新しい行
が作成されます。

4. ディスプレイで、新しいシーンの空のクリップ・スロットをダブ
ルタップして新しいクリップを作成します。 新しいクリップは常
にデフォルトの長さで作成されます。デフォルトの長さは、Shift
キーを押しながら2番目のTrack Assignボタンを押すことで設
定できます。

または、クリップローンチパッドを使用して空のクリップを作成
することもできます。 まず、Launchボタンを押してLaunchモ
ードに入ります。 次に、Select ボタンを押しながら空のパッド
をダブルタップします。. 

ノートモードを使用したレコーディング

クリップを起動するためのクリップローンチパッドで、MIDI キーボードと同様に、ノートをクロマチックにレコーディ
ングすることができます。 これを行うにはまずNoteボタンを押して、Noteモードに入ります。

Deep House - Colorsプロジェクトで、Track 6 - Classic Bassを選択してNoteを押し、ノートモードの動作を
確認します。 ノートモードでは、パッドの色が変わります。 ルートノートまたはコードは一色で点灯し、その間のノー
トまたはコードは白く点灯します。



 Note Mode でパッドを設定するには、Shift キーを押しながら
Note を押して Note Config 画面を開きます。 この画面では、スケ
ール内のノート演奏からフルのコード進行まで、パッドの機能を設定
できます。 ここでは、Type を Scales に設定し、Pad Rows を
root で Start に設定しましょう。 
詳細については、操作>一般機能>パッドモード>ノートモードを参照
してください。 

クリップとトラックをレコーディング用に準備してみましょう：
1. 上記の指示に従って、トラック 6 - Classic Bass に空のクリッ
プを作成します。

2.クリップを起動して、再生します。

3. Rec Arm ボタンを押してから 6 番目の Track Select ボタンを
押してトラックをレコーディング可能にします。 トラック名の下に
レコード記号が表示されます。

4.レコーディングの準備ができたら、Rec ボタンを押します。 ディ
スプレイ上で、選択したクリップが赤くなり、Overdub と表示され
ます。
5.メモモードでクリップローンチパッドを使って簡単なベースライン
をレコーディングします。 レコーディングしたノートイベントを元
に戻すには、Undoを押します。

6.録音が終了したら、もう一度 Rec ボタンを押して レコーディング
を停止します。

レコーディングの設定を変更するには：

1. Matrix を押してMatrix Mode画面を開きます。

2. Shift キ ー を 押 し な が ら Record を 押 し て Record
Configuration画面を開きます。

3. レコーディング中にオートメーションを記録するには、Write
automation のチェックボックスをオンにします。レコーディン
グ・モードフィールドを使用して、レコーディングの開始方法を
設定します。 パッドに設定した場合、トラックがレコーディング
する準備ができている間に、パッドをタップします。 REC ボタ
ンまたはパッドに設定されている場合、トラックがレコーディン
グする準備ができている間に、パッドをタップするか、REC ボタ
ンを押してハイライト表示されたクリップ・スロットにレコーデ
ィングをします。 REC ボタンを押してからパッドに設定すると
きは、まず REC ボタンを押してからパッドをタップしてレコー
ディングを開始します。 これは、Force の電源が入っているとき
のデフォルトのモードです。
Fixed Length Recording ボックスをオンにすると、Fixed 
Length（Bars）フィールドで設定されたクリップの長さで、レ
コーディングが停止します。 クリップの長さを記録するには、チ
ェックを外したままにします。
Record To field to set the behavior を使用して、レコーディ
ングが完了したときの動作を設定し、Overdub または Play を入
力します。.

4. 終了したら、CloseをタップしてRecord Configuration画面を
閉じます。



ステップシーケンサーでのレコーディング

ドラムを録音するとき、Force の内蔵ステップシーケンサーを使用することもできます。クリップ起動パッドをステッ
プボタンに見立てた、伝統的なステップシーケンサー型ドラムマシンのような使い方ができます。 

ステップシーケンサーを使うには, クリップローンチパッドを異なる3つのモードに割り当てることができます。

ドラム：このモードではパッドの上 4 行がシーケンスのステップ
となります。下の 4 列のパッドは 2 つの 4x4 に分割されていま
す。左側の 4x4 はドラムサウンドの選択とトリガーに使用され、
右側はノートイベントのベロシティの選択に使用されます。この
モードはステップシーケンサーでドラムパートを録音するのに便
利です。

メロディック：このモードではパッドの上 4 列がシーケンスの各
ステップを表します。下の 4 列は設定されたスケール上のノート
となります。これは Shift を押しながら Step Seq を押して調整
します。このモードは、ベースラインなどのメロディックパート
をステップシーケンサーで録音する場合に便利です。

レーン：このモードでは、クリップローンチパッドの各列はシー
ケンスのステップを表します。8 つの行は 8 つの異なるパッドを
表します。Shift を押しながら Step Seq を押すことでベースと
なるパッドを設定できます。

Step Seq ボタンを押してモードを切り替えます。ステップシーケンスモードでStep Seq ボタンを押したままにする
と、すばやく別のモードを選択できます。 



ステップシーケンサーを使ってドラムパターンを作ってみましょう。ドラムモードを使います。

1. Track 2 ‒ Top Loopを選択して、上に記したように新しい空のクリップを追加します。

2. 録音しているクリップが再生中であることを確認してください。停止していると作成中のパターンが聞こえません。

3. Menuを押して、ディスプレイ上のStep Sequencer をタップします。

4. Drum がディスプレイ上に表示されるまで Step Seq ボタンを押します。これでパッドがドラムモードになりまし
た。

5. パッド(A01)を押してバスドラムを選択します。

ヒント：Clip Select ボタンを押しながらパッドを押すと、サンプルを鳴らさずにパッドを選択することができます。

6. 単純なバスドラムパターンをシーケンスするためにクリップローンチパッドの上4列を使用してみましょう。

また Step Seq]ボタンを押したままにしておくと、クリップローンチパッドの一番上の行で表示および編集してい
るクリップの一部を変更することもできます。使用可能なページ数は選択したステップサイズとクリップ内の小節
数によって変わってきます。

7. 次にスネアドラムのサウンド(A02)を選択してパターンを入れてみましょう。

8. 最後にハイハット(A03)を入れます。ベロシティパッドを使ってハイハットサウンドのベロシティを変えて、クリ
ップサウンドをよりリアルにします。

操作 > 一般機能 > パッド・モード > ステップシーケンサー・モードおよび操作 > モード > ステップシーケンサーも
ご参照ください。
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